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 埼
玉
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ        

   
 

１
５
０
筆 

埼
玉
憲
法
会
議 

       
 

 
 

 

５
筆 

北
足
立
北
教
育
会
館 

 
 

 
 

 
 

50
筆 

日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会 

２
１
８
筆 

同 
 

 

西
南
地
区
委
員
会 

 

30
筆 

 
 

同 
 

 

東
部
南
地
区
委
員
会 

15
筆 

   

同   

東
部
北
地
区
委
員
会 

78
筆 

同 
 

 

西
部
東
地
区
委
員
会 

43
筆 

同 
 

 

入
間
市
仏
子
支
部 

 

12
筆 

国
賠
同
盟 

春
日
部
支
部 

 
 

  

83
筆 

 
 

 

同 
 

 
 

 
 

川
越
支
部 

 
 

 

10
筆 

同 
 

 
 

ふ
じ
み
野
支
部   

 

５
筆 

同 
 

 

行
田
・羽
生
支
部 

１
５
１
筆 

【
団
体
署
名
】  

 
 
 

 

埼
玉
県
教
職
員
組
合
、
蕨
市
教
職
員
組

合
、
さ
い
た
ま
市
教
職
員
組
合
、
春
日
部

市
教
職
員
組
合
、
桶
川
市
教
職
員
組

合
、
同
小
学
校
分
会
、
同
北
足
立
北
支

部
、
同
埼
葛
支
部
三
郷
単
組
、
同
東
松

山
南
中
学
校
分
会
、
同
西
部
支
部
川
越

単
組
、
全
日
本
年
金
者
組
合
狭
山
支

部
、
国
労
浦
和
電
車
区
分
会
、
全
国
一

般
埼
玉
丸
八
真
綿
分
会
、
岩
槻
区
社
会

保
障
を
よ
く
す
る
会
、
新
日
本
婦
人
の
会

草
加
支
部
、
同
岩
槻
支
部
、
同
岩
槻
支

部
あ
か
し
や
班
、
同
コ
ス
モ
ス
班
、
同
そ
よ

か
ぜ
班
、
同
い
ず
み
・
も
み
じ
班
、
同
し
ら

さ
ぎ
班
、
埼
玉
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
、
同
杉
戸
・
宮

代
・
春
日
部
支
部
、
日
本
共
産
党
南
部
地

区                          

       を
送
っ
て
い
た
事
も
あ
っ
て 

「
現
地
か
ら
連

絡
を
受
け
て
い
ま
す
」
と
全
体
的
に
は
好
意

的
な
対
応
し
て
も
ら
う
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

立
憲
の
枝
野
幸
男
事
務
所
で
は
、「
昨
年

は
時
間
切
れ
で
出
し
損
じ
た
が
今
年
は
大

丈
夫
で
す
」
と
秘
書
が
対
応
、
写
真
も
撮
ら

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
６
月
参
院
選
で
初

当
選
し
た
立
憲
の
高
木
真
理
事
務
所
で
は
、

「
加
藤
会
長
の
手
紙
を
集
団
で
検
討
し
受
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
女
性
の
秘
書
が
訪

問
を
待
っ 

て
い
て
く 

れ
、「
地
元 

か
ら
来
た
」 

と
対
話
も 

は
ず
み
、 

３
百
筆
の 

署
名
を
快 

く
受
取
っ 

て
く
れ
ま 

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

         

埼
玉
県
か
ら
は
18
名
が
参
加 

50
回
目
の
節
目
の「
国
会
請
願
」
が
5

月
16
日
行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
て
全

国
か
ら
１
３
０
人
を
超
え
る
参
加
者
で
久
し

ぶ
り
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
詳
細
は

本
紙
報
道
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

埼
玉
県
か
ら
は
18
名
が
参
加
し
、
そ
の

内
５
名
の
方
が
初
参
加
で
し
た
。
ま
た
、
四

国
と
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
へ３
名
を
派
遣
し
て
全
国

的
役
割
も
果
た
し
ま
し
た
。 

 埼
玉
選
出
の
11
名
の
議
員
を
訪
問 

新
た
な
紹
介
議
員
も
生
ま
れ
る 

全
体
集
会
の
あ
と
、
４
つ
の
班
に
別
れ
て
、

埼
玉
選
出
の
立
憲
７
名
、
共
産
２
名
、
国
民

２
名
、
計
11
名
の
議
員
と
栃
木
と
茨
城
選

出
の
議
員
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
昨

年
紹
介
議
員
に
な
っ
て
下
さ
っ
た
方
は
約
半

数
の
６
名
で
し
た
が
、
事
前
に
、
現
地
事
務

所
へ
加
藤
ユ
リ
会
長
名
で「
お
願
い
の
文
書
」

を
送
っ
て
い
た 

 

ま
た
、
共
産
党
の
伊
藤
岳
議
員
は
、
会
議
中

で
し
た
が
、「
写
真
を
撮
り
た
い
」
と
秘
書
に

お
願
し
た
ら
、
時
間
を
作
っ
て
く
れ
署
名
を

じ
か
に
渡
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

全
体
集
会
で
埼
玉
か
ら
二
人
発
言 

３
時
か
ら
、
全
体
集
会
を
再
開
さ
れ
、

「
訪
問
結
果
の
交
流
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

埼
玉
か
ら
は
、
初
参
加
の
行
田
・
羽
生
支
部

の
柳
沢
さ
ん
と
３
班
の
班
長
を
務
め
た
岩
槻

支
部
の
渡
辺
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し
会
場

を
沸
か
せ
ま
し
た
。 

集
会
後
、
北
海
道
か
ら
駆
け
つ
け
た
１
０

２
歳
に
な
ら
れ
る
菱
谷
良
一
さ
ん
を
囲
ん
で

の
記
念
撮
影
が
今
年
も
出
来
ま
し
た
。 

         

               

   

 

〈
国
会
請
願
三
項
目
〉 

①
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る 

悪
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と 

②
国
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
し 

 

賠
償
を
行
う
こ
と 

③
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態 

を
調
査
し
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と 

 

貫
く
事
が
で
き
る
の
は
、
大
日
本
帝
国
憲

法
下
の
主
権
が
国
民
に
な
い
時
代
に
お
い

て
、
主
権
在
民
の
為
に
た
た
か
い
そ
し
て
弾

圧
さ
れ
て
き
た
歴
史
に
起
因
し
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
自
民
党
が
行
う
、
人
権
、

民
主
主
義
、
平
和
主
義
を
損
な
う
悪
法
に

立
ち
向
か
い
地
方
自
治
の
役
割
を
全
う
す

る
こ
と
が
出
来
る
の
は
先
人
の
た
た
か
い
が

あ
っ
て
の
事
で
す
。
そ
の
様
な
不
屈
の
精
神

に
対
し
敬
意
と
継
承
の
意
を
こ
め
て
加
盟

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   

 

  

50回目の国会請願、「埼玉同盟」奮闘す！ 

  
「不屈」No588 付録 

埼玉版 （No416） 
 
治安維持法犠牲者 

国家賠償要求同盟    

 埼 玉 県 本 部 
〒330-0063 

さいたま市浦和区高砂 

2-3-10 黒澤ビル３B 

電話・Fax 048-824-0094 

      chian2022@gmail.com 

 

 
「生活図画事件」菱谷良一さんを囲んで 

 

 
伊藤岳参議員に署名を手渡す望月たけし
理事（右）と小池荘市副会長 

 

 

 

 

区
安
行
東
支
部
、
同
北
部
地
区
上
里
支
部 

 

署
名
合
計 

 

（ 

今
年
度
最
終
） 

 
 

 
  

 
 

個
人
署
名 

 
 

６
３
９
７
筆 

 

 
 

 
  

  

団
体
署
名 

 
 

 

１
３
７
筆 

     

50
回
目
の
節
目
の「
国
会
請
願
」
の
成
功

を
め
ざ
し
て
、「
署
名
」
に
取
り
組
み
、
埼
玉

同
盟
は
、
目
標
の
一
万
筆
に
は
届
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
昨
年
を
上
回
る
六
五
四
四
筆
を

集
め
、
埼
玉
選
出
の
国
会
議
員
へ
届
け
る
事

が
で
き
し
た
。
署
名
に
取
り
組
ん
で
下
さ
っ

た
多
く
の
団
体
、
個
人
の
皆
様
に
あ
ら
た
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
い
ま
、「
新
し
い
戦

前
」
が
叫
ば
れ
る
ご
時
世
に
、
私
た
ち
の
国

賠
運
動
が
益
々
重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

来
年
５
月
の「
国
会
請
願
」
に
向
け
ま
た
署

名
を
ス
タ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                          

 

埼
玉
県
同
盟
は
、
中
央
本
部
が
提

起
し
た「
特
別
期
間
」
に
会
長
を
先
頭

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
４
月
は
10
名

を
拡
大
し
、
念
願
の
四
百
名
を
超
過
達

成
し
ま
し
た
。
５
月
は
地
方
議
員
の
方

が
３
名
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
先
の
統
一

地
方
選
で
当
選
し
た
新
議
員
さ
ん
へ
加

藤
会
長
名
で「
入
会
を
よ
び
か
け
」
を

送
っ
た
努
力
が
実
り
始
め
て
い
ま
す
。

早
速
、
所
沢
の
花
岡
議
員
が
入
会
さ

れ
、「
入
会
の
記
」
が
届
き
ま
し
た
の
で

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
個
人
署
名
】  

 
 

高
田 

哲
郎 
（
小
鹿
野
町
）   

45
筆 

菅
原 

明 
 

 
 

（緑
区
）  

 
 

21
筆 

橋
本 

静
修 

 

（
浦
和
区
）  

 

45
筆 

大
迫 

憲
三 

 
 

（
南
区
）  

 
 

５
筆 

柴
山
た
か
子 

 

（
宮
代
町
）  

 

９
筆 

佐
藤 

弘 
 

 
 

（飯
能
市
）  

 
10
筆 

高
橋
忠
夫
・
靖
子
（熊
谷
市
）  

 

７
筆 

年
金
者
組
合
埼
玉
県
本
部 

 
 

 
 

20
筆 

埼
玉
県
教
職
員
組
合 

 
 

 
 

 
 

 

38
筆 

自
治
労
連 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

11
筆 

さ
い
た
ま
地
区
労
働
組
合
協
議
会 

10
筆 

新
日
本
婦
人
の
会
岩
槻
支
部 

 
  

20
筆 

 
 

 

同 
 

 
 

 
 

草
加
支
部    

39
筆 

埼
玉
母
親
連
絡
会 

 
 

 
 

 
 

 
  

２
筆 

  

 

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
ー 

こ
の
一
年
間
、
「
署
名
」
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

女
性
部
「
再
開
会
議
」
の
お
知
ら
せ 

日
時
：
６
月
19
日
（
月
）
13
時
30
分 

場
所
：
浦
和
・
黒
澤
ビ
ル
３
階
コ
ラ
ボ 

 ＊
楽
し
く
有
意
義
な
企
画
を
準
備
し
て 

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

「
特
別
期
間
」（６
月
末
迄
）
の

成
功
め
ざ
し
て
ご
奮
闘
を 

入
会
の
記 

 
 

 
  

花
岡 

健
太 

こ
ん
に
ち
は
、
所
沢
市
の
市
議
会
議
員

と
な
り
ま
し
た
。
花
岡
健
太
で
す
。
本
日

は
私
が「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠

償
要
求
同
盟
」
に
加
盟
し
た
動
機
に
つ
い

て
語
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
が
加
盟

し
た
理
由
は
私
が
日
本
共
産
党
の
党
員

だ
か
ら
で
す
。
私
は
日
本
共
産
党
の
根
幹

に
あ
る
、
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
、
平
和
主
義
を
貫
く
姿
勢
に
共
鳴
し

入
党
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
共

産
党
が
そ
の
よ
う
な
姿
勢
を
ぶ
れ
ず
に

貫
党 
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菊
池
貫
平
が
率
い
る
信
州
進
出
に

加
わ
り
、
弾
薬
輸
送
を
指
揮
し
た
。 

一
一
月
九
日
、
高
崎
鎮
台
兵
と
の
東

馬
流
の
戦
闘
後
、
山
梨
県
に
逃
れ
た

が
同
県
増
富
村
で
と
ら
え
ら
れ
た
。

明
治
一
八
年
一
月
二
九
日
、
前
橋

重
罪
裁
判
所
は
十
国
峠
で
の
前
川

彦
六
巡
査
殺
害
に
か
か
わ
っ
た
と
し

て
死
刑
を
宣
告
し
た
。
同
年
五
月
一

八
日
、
貞
吉
は
前
橋
監
獄
で
死
刑
執

行
と
な
っ
た
。 

「
国
う
れ
ふ 

心
の
く
も
り 

は
れ

も
せ
で 

死
出
の
旅
路
を
た
ど
る
我

身
は
」
の
辞
世
を
残
し
た
。「
国
う
れ

ふ
」
と
は
、
人
民
の
生
活
を
破
綻
に

追
い
込
ん
だ
国
を
憂
え
る
と
い
う
意

味
。「
圧
制
を
変
じ
て
良
政
」
を
め
ざ

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
な
ら
な
か
っ

た
。
だ
か
ら「
心
の
く
も
り
」
が
晴
れ

な
い
ま
ま「
死
出
の
旅
路
」
を
た
ど
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ん
と
悔
し

い
こ
と
か
。
そ
う
い
う
思
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
。 

 【
交
通
】 

Ｊ
Ｒ
八
高
線
群
馬
藤
岡
駅

よ
り
藤
岡
市
営
バ
ス
（０
２
７
４-

２
２

-

１
２
１
１
）小
柏
行
小
柏
下
車
。 

  

           

 

貞
吉
は
上
州
甘
楽
郡
上
日
野
村

（
現
群
馬
県
藤
岡
市
）
の
出
身
で
当

時
二
二
歳
。
貞
吉
は
小
柏
常
次
郎

ら
と
明
治
一
七
年
初
め
か
ら
多
く

の
村
民
を
自
由
党
に
加
盟
さ
せ
、

父
親
の
寅
吉
と
共
に
上
下
日
野
村

か
ら
秩
父
事
件
に
四
〇
数
名
を
参

加
さ
せ
て
い
る
。 

「
自
由
党
の
主
義
は
何
か
」
と
の

訊
問
に
、「
高
利
貸
や
銀
行
が
利

息
を
む
さ
ぼ
り
、
そ
の
た
め
金
融
が

閉
塞
し
、
多
く
の
者
が
苦
し
む
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
を
打
ち
壊

し
、
貧
民
を
救
う
こ
と
が
主
義
だ
」

と
答
え
て
い
る
。 

 

我
々
の
世
代
が
こ
の
運
動
を
引
き
継
が
ね
ば 

 

日
本
共
産
党
県
委
員
会
勤
務
員 

須
田 

真
明 

 

私
は
今
回
初
め
て
国
会
請
願
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま

ず
率
直
に
感
じ
た
こ
と
は
、
冒
頭
の
集
会
で
菱
谷
さ
ん

の
挨
拶
を
聞
き
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
方
で
、
こ
の
国
会
請
願

が
今
回
で
50
回
目
に
も
な
る
こ
と
や
、
高
齢
で
も
な
お

頑
張
る
先
輩
会
員
や
犠
牲
者
の
方
の
姿
を
間
近
で
見
る

こ
と
で
、
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
と「
我
々
の
世
代
が

こ
の
活
動
を
引
き
継
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
思
い

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

く 

 
 

 

 

    
   
    
    
   
    
   
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
も
肩
書
な
し
で
刻
銘
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
み
ん
な
戦
争
の

犠
牲
者
で
す
」
と
不
安
を
払
拭
し
て
く
れ
た
。
結
果
、
コ
ロ
ナ
前

の
２
年
連
続
で
県
立
美
術
館
と
摩
文
仁
の
平
和
祈
念
資
料
館

で
の
作
品
展
と
な
り
大
成
功
を
お
さ
め
た
。
い
ま
村
山
さ
ん
は

自
衛
隊
員
に
見
せ
た
い
、
宮
古
島
で
作
品
展
を
、
と
提
案
し
て

く
れ
て
い
る
。
実
現
す
れ
ば
再
び「
沖
縄
を
捨
て
石
に
し
て
の
大

軍
拡
」
に
反
対
す
る
意
思
表
示
と
な
る
。
そ
の
前
に
７
月
は
東

京
で
の
全
作
品
展
。
物
言
わ
ぬ
鉄
の
ガ
イ
コ
ツ
兵
が
そ
の
姿
で
戦

争
と
は
何
か
を
語
っ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。 

（
武
田
美
通
・
鉄
の
造
形
「
戦
死
者
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
全

作
品
展 

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
７
月

20
日
～
25
日
開
催
） 

  

武
田
美
通
と
鉄
で
造
っ
た
骸
骨
の
日
本
兵
を
知
っ
て
か
ら

19
年
。
彼
の
描
く
日
本
兵
は
侵
略
兵
で
も
あ
っ
た
が
、
自
国

の
無
謀
な
戦
争
で
殺
さ
れ
た
被
害
者
で
も
あ
っ
た
と
伝
え
て

い
る
。
こ
の
作
品
に
出
会
わ
な
け
れ
ば
、
戦
陣
訓
、
白
骨
街

道
、
サ
イ
パ
ン
、
沖
縄
戦
等
「
知
っ
て
い
る
」
つ
も
り
で
終
わ
っ

た
だ
ろ
う
。
武
田
さ
ん
は
沖
縄
で
は
作
品
展
は
で
き
な
い
と

諦
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
武
田
さ
ん
没
後
に
沖
縄
県
国
賠
同

盟
の
村
山
純
さ
ん
と
知
り
あ
え
た
こ
と
で
２
回
も
沖
縄
展
が

実
現
し
た
。
村
山
さ
ん
は「
沖
縄
で
こ
そ
展
示
さ
れ
る
べ
き

作
品
」
と
言
い
、
仲
間
た
ち
を
引
き
合
わ
せ
て
く
れ
た
。
日

本
兵
な
ん
で
す
よ
、
大
丈
夫
？
と
確
認
し
た
時
「
摩
文
仁
の

平
和
の
礎
」
を
ご
ら
ん
な
さ
い
、
日
本
兵
も
県
民
も
外
国
人 

 

第
21
回

新
井
貞
吉
の
墓
碑 

篠
田 

健
一 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

秩父事件 
墓碑探訪 

 

 

 

短  

歌 

 

反
共
の 

攻
撃
受
け
た 

担
い
手
は 

共
に
闘
う 

新
た
な
同
志 

春
日
部
市 

  

細
谷 

宣
朗 

 

健
康
保
険
証
を
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
が
駆
逐 

す
る
か
怒
り
わ
き
く
る
朝
の
テ
レ
ビ
に 

川
口
市 

 
 

宮
地 

さ
か
枝 

俳  

句 

五
月
晴
れ
庭
の
散
歩
に
猫
お
と
も 

春
日
部
市 

 

浅
子 

薫
衣 

麦
秋
や
想
い
膨
ら
む
古
希
な
り
て 

 

行
田
市 

  
 

大
野 

辰
男 

武
力
で
は
平
和
作
れ
ぬ
汗
に
込
め 

さ
い
た
ま
市   

小
池  

荘
市 

ア
ヤ
メ
咲
き
五
月
の
風
も
さ
わ
や
か
に 

行
田
市 

  
 

鈴
木
し
げ
る 

 

川 

柳 

処
理
水
を
永
田
町
で
使
っ
た
ら 

抑
止
論
言
替
え
す
れ
ば
必
要
論 

春
日
部
市 

  

福
家 

駿
吉 

 

    

               

   

 

「国会請願行動」に参加して 

初参加されたお二人の感想文です 

 
 

 

私も 
一言 

 

請
願
行
動
に
は
じ
め
て
参
加
し
て 

行
田
・
羽
生
支
部 

柳
澤 

由
明 

私
は
、
昨
年
５
月
に
国
賠
同
盟
に
加
盟
し

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
、
長
期
の
隔
離
入

院
を
強
い
ら
れ
て
い
た
た
め
、
支
部
会
議
に
も

行
動
に
も
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
５
・
16

国
会
請
願
に
初
め
て
行
田
・
羽
生
支
部
の
仲

間
４
名
と
参
加
し
ま
し
た
。 

国
会
請
願
行
動
に
は
全
国
か
ら
一
三
〇
名

超
の
仲
間
の
参
加
が
あ
り
、
重
要
な
行
動
と

実
感
し
ま
し
た
。 

行
田.

羽
生
支
部
の
４
人
で
立
憲
民
主
党
の

国
会
議
員
４
人
に
集
め
た
請
願
署
名
の
紹
介

議
員
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
議
員
事
務
所

を
訪
問
し
、
趣
旨
を
説
明
し
て
４
人
中
３
人
の

議
員
か
ら
ほ
ぼ
承
諾
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
活

動
を
通
し
て
、
署
名
を
集
め
る
こ
と
の
重
要
性

と
署
名 

の
重
さ 

を
、
紹
介 

議
員
に
な 

っ
て
く
れ 

る
議
員
を 

増
や
す
こ 

と
の
大
切 

さ
を
学
び 

ま
し
た
。 

   

 

ま
た
生
活
図
画
事
件
を
初
め
て
知
っ
た
こ
と
で
、

治
安
維
持
法
の
恐
ろ
し
さ
に
身
が
震
え
る
思
い
が

す
る
と
と
も
に
、
政
府
が
治
安
維
持
法
お
よ
び
そ

の
犠
牲
者
に
対 

し
て
謝
罪
せ
ず
、 

特
高
警
察
の
系 

譜
が
現
在
ま
で 

続
い
て
い
る
こ
と 

が
、
日
本
の
政
治 

に
大
き
な
禍
根 

を
残
し
て
い
る
と 

感
じ
ま
し
た
。 

   

 

戦
後
78
年
、
先
の
侵
略
戦
争
に 

反
省
の
な
い
ま
ま
戦
前
回
帰
の
政

治
を
進
め
て
来
た
自
民
党
政
治
、

今
の
日
本
は
満
州
事
変
前
夜
に
似 

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
新
し
い
戦
前
に
し

な
い
た
め
に
、
い
ま
、
歴
史
の
真
実
を
語
り
知

ら
せ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
▼
日

露
戦
争
で
中
国
東
北
部
の
統
治
を
手
中
に
し

た
日
本
、
終
結
後
も
そ
の
権
益
を
守
る
た
め
と

し
て
兵
を
残
置
、
で
っ
ち
上
げ
と
言
わ
れ
る
柳

条
湖
事
件
（満
州
事
変
）
を
開
始
、
か
い
ら
い
政

権
満
州
国
を
つ
く
る
▼
ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
し

た
世
界
恐
慌
に
よ
り
日
本
經
濟
も
大
打
撃
、

生
糸
の
暴
落
に
よ
り
農
村
は
明
日
喰
う
米
が

な
い
、
怒
り
は
軍
や
国
へ
、
二
・
二
六
事
件
勃

発
。
政
府
は
満
州
移
民
百
万
戸
五
百
万
人
の

移
住
計
画
を
発
表
し
夢
の
国
「
王
道
楽
土
」
を

宣
伝
し
、
奨
励
金
一
戸
千
円
、
土
地
20
町
歩

を
更
に
一
村
で
三
百
戸
以
上
移
住
成
れ
ば
分

村
と
し
て
特
別
金
も
支
給
す
る
と
発
表
、
全

国
か
ら
27
万
超
え
る
人
々
が
渡
満
す
る
▼
侵

略
戦
争
は
苦
戦
に
陥
り
、
関
東
軍
は
南
方
へ
転

戦
し
、
ソ
連
国
境
に
民
間
人
が
盾
と
さ
れ
た
。

ソ
連
の
参
戦
に
よ
り
開
拓
団
の
逃
避
行
が
始
ま

り
、
集
団
自
決
、
母
親
が
泣
き
な
が
ら
我
が
児

を
絞
め
殺
す
狂
気
、
こ
の
悲
劇
で
、
七
万
人
が

犠
牲
と
な
っ
た
▼
信
州
伊
那
谷
の
村
々
に
開

拓
犠
牲
者
の
慰
霊
碑
が
あ
る
。
帰
郷
の
た
び
に

国
策
に
従
い
国
に
捨
て
ら
れ
た
方
々
に
お
詫
び

し
平
和
を
守
り
ま
す
と
手
を
合
わ
せ
て
い
る
。 

  

 

秘
書
に
署
名
を
託
す
柳
澤
さ
ん 

 
 

 
 

枝
野
幸
男
事
務
所
に
て 

          

秘
書
に 

      

署
名
を
託
す 

                       

      
 

     「
生
活
図
画
事
件
」
菱
谷
良
一
さ
ん 

          

  

 

      

元
気
に
発
言
す
る
生
活
図
画 

事
件
菱
谷
良
一
さ 

 

ん(

百
一
歳) 

  

     

鉄
の
骸
骨
兵
と
同
盟
・
沖
縄
の
村
山
純
さ
ん 

 

武
田
美
通
・鉄
の
造
形「
戦
死
者
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
広
め
る
会 

仲
内 

節
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

さ
い
た
ま
市
北
区
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
世
話
人 

 
 

児
玉 

捷
之 

 
 
 

 




